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異種細菌分泌物によるサルモネラ菌多剤排出トランスポーター発現制御機構の解
析
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【目的・方法】生育環境中で細菌は多種多様な異種細菌との間でバランスを保ち
ながら生存していかなくてはならない。各細菌は代謝物やシグナル分子を含むさ
まざまな物質を放出する。近年の研究により、これら放出された物質を異種細菌
間で感知しているシステムが存在していることが分かってきた。私達は、異種細
菌間センシングにより多剤耐性因子である多剤排出トランスポーター発現が誘導
される可能性を考え研究を行っている。本研究では、大腸菌分泌物により、サル
モネラ菌多剤排出トランスポーター発現が誘導されるか検証した。 
【結果・考察】大腸菌定常期培養上清中において、サルモネラ菌に存在する 8 種
類の多剤排出トランスポーターの発現が誘導されることが明らかとなった。また、
インドールがサルモネラ菌の 4 種類の多剤排出トランスポーターを誘導し、サル
モネラ菌を多剤耐性化させるという新しい機構を発見した。インドール非産生大
腸菌ΔtnaAB 株の培養上清は、大腸菌野生株培養上清に比べ、サルモネラ菌
AcrAB-TolC発現誘導能が顕著に低下していた。しかしながら、ΔtnaAB株培養上清
は、AcrAB-TolC以外のサルモネラ菌多剤排出トランスポーター発現誘導能を有し
ていた。このことから、インドール以外にもサルモネラ菌多剤排出トランスポー
ターを誘導する分子が大腸菌の分泌物に含まれること、および、インドールはこ
れら未知分子と協調してサルモネラ菌 AcrAB-TolC の発現を制御していることが
示唆された。 


